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厚 生 労 働 省 発 表  

平成21年2月 3 日   

「父親のワーク・ライフ・バランス～応援します！仕事と子育て両立パパ～」  

ハンドブックの件成について  

勤労者世帯の過半数が共働き世帯になっているなかで、女性だけでなく、男性も子育てができ、親子で  

過ごす時間を持つことのできる環境作りが求められています。男性の約3割が育児休業をとりたいと考えて  

いる一方で、実際の取得率は1．56％に過ぎず、男性が子育てや家事に費やす時間についても極めて低  

い水準にとどまっています。   

こうした状況をふまえ、厚生労働省では、株式会社産業社会研究センターに委託し、主に子育て期に  
ある男性労働者を対象として、両立支援制度等の関連情報を盛り込み、仕事と家庭が両立できる働き  
方を設計、実践するツールとなるハンドブック「父親のワーク・ライフノバランス～応援します！  

仕事と子育て両立′もぺ～」を作成しました。   
ハンドブックの概要等は以下のとおりです。  

1ハンドブックの概要  

・父親も子育てができる働き方の実現に向けて、育児期における父親の役割、育児休業取得の際の   

留意点、ワーク・ライフ＝バランスについて考えるための着眼点等について紹介しています。  

・育児休業を取得するなど、子育てに積極的に関わっている男性の好事例を紹介しています。  

・両立支援に関する制度の概要、子育てにかかる経済的支援制度や、各種相談窓口等を紹介してい   

ます。   

2 作成部数、配布方法   

平成21年2月4日に開催する「父親の仕事と子育て応援シンポジウム」における配布をはじめとし  

て、2月中旬から事業主■労働組合・地方公共団体等へ合計80，000部配布します。配布を希望する場  

合は、平成21年3月31日までに株式会社産業社会研究センターに申し込むことにより入手可能です。  

なお、ウェブサイト「父親のWl月（ワーク・ライフリベランス）応援サイト」（ht  a－Wlb．com／）に  

おいて、平成21年2月3日からダウンロード可能となります。   

3 編集・発行   

株式会社産業社会研究センター（厚生労働省委託）   

〈添付資料〉  

・「父親のワーク・ライフ■バランス～応援します！仕事と子育て両立パパ」ハンドブックのご案内（PDF）  

・「父親の仕事と子育て応援シンポジウム」のご案内（PDF）   



平成20年度厚生労働省委託事業   

『父親のワーク・ライフリベランス  
～応援します！仕事と子育て応援パパ～』ハンドブックのご案内  

！＜ハンドブックのねらい＞  ＜内容＞  

妊娠一出産・子育て期において、父親が子育てに関わるこ  
との重要性や、具体的に父親が子育てにどう関わるか、職  
場や仕事との調整をどうするかという着眼点や事例などが  

盛り込まれています。  

これから父親になる、または子育て期にある男性が仕  
事と家庭が両立できる働き方を設計・実践するツール  

となることをねらいとしています。  

【これから父親・母親になる方、  

または子育て期の方へ】  
このハンドブックを読んで、ワーク・ライフ・バランスに  

ついて、夫婦で話し合うきっかけにしていただければ  

幸いです。  

【企業の経営者、人事担当者、  

労働者代表または労働組合の皆様へ】  

これから父親・母親になる、または子育て期の社員  

にお渡しください。男性社員が「仕事と子育て」をうま  

く両立させ、仕事でも一層モチベーションを高める好  

循環を生み出すヒントになればと考えています。  

また、社員・管理職層に対する研修資料としてもお  

使いいただけます。貴社のワーク・ライフリベランス  

推進にお役立てください。  

【自治体担当者の皆様へ】  

（D妊娠の届出があったら、「母子手帳」と一緒に  

②両親学級で③関係部署窓口で  
これから父親■母親になる方へお渡しください。また。  

管轄地域内の企業等へもご案内いただければ幸い  

です。  

父親のWJB（ワーク・ライフリベランス）  

応援サイトより無料でダウンロードできます！  
（平成21年3月31日まで）   

URL：http：／／www．papa－WJb．com  
ハンドブックを平成21年3月31日まで無料配布しております。こ希望がござ  
いましたら、本用紙にてご連絡をお願いいたします。（先着順）  

※1 ハンドブックの数に限りがありますので、こ希望に添えない場合は  
ご容赦ください。  

※2 部数は、1社（または1団体）200部まででお願いいたします。  
※3 このハンドブックは、自治体・企業・団体で増刷していただいても差し  

支えありません。ハンドブックの印刷用データ（クォーク）を無償配布  
しておりますので、増刷ご希望の場合は、事務局までご連綿＜ださい。  

ハンドブック申込手：下記項目にご記入の上、このままFAXしてください FAX O3－5255－3567  

スガノ  

お申込・お問合せ（株）産業社会研究センター03－5561－5071（担当：菅野）  

通信欄：   

希望部数：  部  

貴社名・団体名：   ご担当者氏名：   

送付先（郵便番号・住所）   連絡先：電話  

E－mai巨  
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場：東京ウイメンズプラザ  

料：無料 
246名 ※定異になり次第締め切らせていただきます  

（株）産業社会研究センター（厚生労働省委託事業）   
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下記ホームページで、シンポジウム情報やメール申込受付を行っています。2009年3月末日まで閲覧いただけます。  

お申し込み・お問い合せ：（株）産業社会研究センター 03－5561－5071（担当：菅野）  

メール：info＠pap；l－Wlb．com  

参加者氏名（代表者のお名前をお書きください）  会社または所属団体名（個人参加の場合は結構です）  

茄参加者数 計（  名）  

連縮先 TEし：  

e－mail   

FAX：  

藻こ記入いただいた個人情矧こつきましては、本シンポジウムの連結用のみに使用いたします   




